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近年，プロジェクターカメラシステムが，画像生成
や 3次元復元などに盛んに用いられている．これら
においてプロジェクタカメラシステムを用いる場合
には，プロジェクタとカメラの間の幾何学的な関係
を正確に校正することが非常に重要である．近年，
お互いにカメラを画像中において投影しあうことに
より，複数のカメラ間の幾何関係を非常に正確に校
正可能な相互投影法が提案された．しかし，プロジェ
クタカメラシステムにおいては，プロジェクタが投
光装置であることから，カメラの像をプロジェクタ
画像中で得ることはできない．これに対して本稿で
は，プロジェクタ光によってできたカメラの影やプ
ロジェクタの影をカメラによって観測することによ
り，カメラとプロジェクタ間での相互投影や，プロ
ジェクタとプロジェクタ間での相互投影の状態を仮
想的に作り出すことができることを示す．これらの
仮想相互投影を用いることにより，プロジェクタカ
メラシステムは非常に高精度に校正することが可能
となる．さらに，この仮想相互投影を用いた校正法
においては，従来の校正法とは異なり，一般の 3次
元点を一切用いることなくプロジェクタカメラの校
正を実現することができる．提案法の計算精度は，
実画像とシミュレーション画像を用いて評価する．

11 Diminished reality using plane-sweep algorithm with
weakly-calibrated cameras
平面スイープ法を利用した弱校正多視点カメラからの隠消
現実感映像生成
Songkran JARUSIRISAWAD，細川貴英，斎藤英雄

本論文では，複数の弱校正カメラで撮影されたシー
ンから，そのシーンを遮蔽する物体を除去した映像
を平面スイープ法により生成する手法を提案する．
提案手法では，弱校正された複数カメラ間の幾何学
的関係を扱うためのフレームワークとして，射影グ
リッド法（PGS 法）を利用する．そして，このフ
レームワークで扱われる対象空間に対して，平面ス
イープ法を利用することにより，仮想視点からの対
象シーンの距離画像と仮想視点画像を再構成する．
このとき，平面をスイープする体積範囲から遮蔽物
体の存在領域を除外することにより，遮蔽物体の無
い画像を合成するこができるわけである．実験によ
り，提案手法が遮蔽物体を除去した映像である隠消
現実感映像を生成するために有効であることを示し
ている．さらに，平面スイープ法の実装に GPU を
利用することにより，通常の PCを利用して数 FPS
の処理速度が実現できることを示している．

21 Object segmentation under varying illumination:
stochastic background model considering spatial lo-
cality
照明条件変動下での物体検出：テクスチャを考慮した確率
的背景モデル
田中達也，島田敬士，有田大作，谷口倫一郎

本稿では，確率的背景モデルと，局所的なテクスチャ
を考慮した背景モデルを組み合わせた動的背景モデ
ルの構築アルゴリズムについて述べる．確率的背景
モデルの推定には Parzen推定を利用し，その更新
方法を工夫することで，高速かつ高精度に背景モデ
ルの更新および対象物体の検出を行うことができ
る．一方で，テクスチャを考慮した背景モデルには
Radial Reach Filter(RRF)を利用している．これは，
入力画像と背景画像において，明度変化の影響を抑
えつつ，画素単位の分解能で局所的なテクスチャの
類似性を評価する手法であり，照明変化に頑健に対
象物体の検出を行うことができる．これらふたつの
手法により得られた対象検出結果を統合することで，
照明変化に頑健かつ高精度に対象物体を検出できる．
実験の結果，実画像に対する提案手法の有効性が示
された．
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SIFT 特徴点の追跡を用いた歩行者移動方向の可視化
山内悠嗣，藤吉弘亘，岩堀祐之，金出武雄

本論文では，アピアランスと時空間特徴の共起に基
づく人検出法を提案する．本手法では，アピアラン
スに基づく特徴として物体の形状を表すことが可能
な Histograms of Oriented Gradients (HOG)，時空
間特徴に基づく特徴として各ピクセルを静/動状態に
判別するピクセル状態分析の結果を特徴ベクトルと
して算出する．次に，これらの特徴ベクトルを主成
分分析により次元圧縮を行い，アピアランスと時空
間特徴の異なる特徴量間の共起を表現する．最後に，
カスケード型 AdaBoostを用いて人と人以外に判別
する．これにより，従来法では誤検出していた人に
似たアピアランス特徴を持つ物体に対して, 時空間
特徴を用いることで誤検出を抑制させることが可能
となる．従来法である HOG に基づく人検出法と提
案手法による比較実験の結果，誤検出率 10.0% に
おいて，提案手法は従来法より約 29.0% 検出率を
向上させることができた．

43 Recognizing multiple objects based on co-occurrence
of categories
カテゴリの共起を考慮した複数物体認識
岡部孝弘，近藤雄飛，木谷クリス真実，佐藤洋一

画像に含まれる物体のカテゴリを識別する一般物体
認識の研究において，従来，一枚の画像に唯一のカ
テゴリの物体が存在することを陽にまたは陰に仮定
することが多かった．本研究では，複数カテゴリの
物体が一枚の画像に共存する様子を明示的に取り扱
う枠組みを提案すると共に，カテゴリの共起しやす
さというコンテキストを手掛かりとして，見えだけ
では曖昧で識別の困難な物体をも識別することを目
指す．具体的には，bag of featuresのパラダイムに
おいて，局所特徴の相対度数分布の線形結合に基づ
く尤度とカテゴリの共起に基づく事前確率を組み合
わせた事後確率を最大化することにより，回帰の枠
組みで各カテゴリの存在比率を推定する．PASCAL
データセットを用いた実験を行い，共起情報を組み
込むことの有効性を支持する結果を得た．

53 Fast face clustering based on shot similarity for brows-
ing video
映像ブラウジングのための類似ショット情報に基づく高速
顔クラスタリング手法
山本晃司，山口 修，青木 恒

本稿ではテレビ番組の出演者の顔を一覧表示するこ
とで，見たいシーンをすばやく見つけることができ
る映像ブラウジング・インタフェースのための高速
な顔クラスタリング手法について提案する．ブラウ
ジングのために，ユーザが録画終了後，許容できる
待ち時間は 1時間番組あたり 3分以下であることが，
予備調査により分かっている．本手法の目的は録画
終了後，この許容時間内に顔クラスタリング処理を
完了することである．顔認識に基づくクラスタリン
グ手法 (FRC) は良好な精度を得られる反面，処理
時間がかかるという問題がある．そこで，本手法で
は顔特徴の類似度の代わりに，人物を含むショット
の類似度を用いることで高速に処理する．本稿では
類似ショット情報のみを用いた手法 (SSC)と，SSC
の結果をさらに顔サムネールの類似度でクラスタリ
ングする手法 (FTC)の 2手法を提案する．実験では
映像 1時間当たりの平均処理時間は SSCが 350ミ
リ秒，SSC+FTCが 31秒と高速に処理可能であり，
このときの精度 (一覧表示における重複しない人物
の数)は，FRCと比較し，それぞれ 6.0%と 0.9%の
低下率にとどまることを示す．

63 Associating faces and names in Japanese photo news
articles
日本語 Web 写真ニュースを用いた顔画像と名前の自動対
応付け
北原章雄，柳井啓司

本研究では, Web上にある写真画像付きニュースか
ら顔と人物名を抽出し，それらを正しく対応付ける
ことを試みた．OpenCV による顔検出器を用いて
ニュース画像から人物の顔画像を切り出すと同時に，
形態素解析ツール「茶筅」によってニュース記事テキ
ストから人物名を抽出した．抽出精度の向上を図る
ため，抽出された顔画像に対して bag-of-keypoints
手法を適用した．最後に，画像特徴として固有顔法
を用い，k-means法によるクラスタリングで顔と人
物名の対応付け実験を行った．その結果，顔と名前
の対応付けに付いて最高で適合率 62%を実現した．
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